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新涯学区まちづくり

推進委員会のホー

ムページには最新情

報がぎっしり！  

 

 

 

 

https://shingai-

machizukuri.com/ 

【と き】2023 年４月 16 日（日） 

（出発）8 時（帰福）18 時 30 分頃（予定） 

【目的地】新居浜市防災センター・東平
とうなる

（マイントピア別子） 

【目 的】新居浜市の防災センターで，防災の意識を高めると共に，地域の新と古が調和した別子地区の

まちづくりを学びます。 

【参加費】４，０００円（入場料・昼食代含） 

※ バスの貸し切り料金などの一部は，新涯学区まちづくり推進委員会より助成されます。 

【定 員】６０人 

スケジュール等の詳細については窓口申込み時にお渡しいたします。 

まちづくり研修 

参加申込みは 3 月 16 日（木）８時 30 分から 

新涯公民館窓口 または 電話 ９５３－５６３４（先着順）にて！ 
※ 定員になり次第受付終了です 
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福山市は，４月１日から，市内全ての公民館，コミュニティセンター・館※を交流館とし

て運営します。 

 各館は，これまでの業務を継続しながら，基本的人権の尊重を基底とした，地域における

まちづくりの拠点としての機能を充実させていきます。 

※福山市公民館条例，福山市コミュニティセンター条例に基づく館 

なお，開館時間や使用申請の受付期間等については，次のとおりこれまでと変更はありませ

ん。 

開館時間 ８時３０分から２２時（１２月２９日から翌年１月３日は休館します。） 

申請受付期間 

使用予定日の３か月前に当たる日から 

使用予定日の前日まで申請を受け付けています。 

（３か月に当たる日が休日の場合は翌開庁日） 

館の事業や地域行事のため，使用できない場合があります。 

空き状況は使用を希望される施設に，直接電話でご確認ください。 

主催：新涯学区まちづくり推進委員会 

 
★各戸 一部ずつ お取りください(*^_^*)★ 

新居浜市防災センターで防災を， 

東平（とうなる）でまちづくりを学ぼう！ 
 

土づくりから始める家庭菜園 
 

主催：新涯公民館（社会教育活動事業） 

【と き】2023 年3 月11 日（土）13 時 30 分～15 時（予定） 

【ところ】新涯公民館 会議室 

【定 員】20 人程度（要予約・参加無料） 

【講 師】小野塚 巧 さん（東上町内会長） 

【内 容】家庭菜園やプランターで美味しい野菜を，たくさん収穫するコツを教えてくださいます！ 

家庭菜園の野菜を美味しくしたいなら 

土づくりから始めよう！ 

今年は特に収穫量 UP！
を目指します！ 
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民生委員・児童委員は地域の身近な相談者・支援者です。 

・一人暮らしをしている高齢者の安否を

確認したり，介護にかかわる相談に応じ

ています。 

・学校等と協力して，いじめや児童虐待

などの予防活動に取り組んでいます。 

・地域のすべての人が，地域社会の中で

安心して暮らせるように様々な相談に乗

っています。 

・行政機関と協力して地域の福祉ニーズ

を調査する活動を行っています。 

相談内容や秘密が漏れることはあ

りません。 

安心して担当地区の委員にご相談

ください。 
 

担当地区（丁目の次の数字は住居表示による〇番を表しています。） 名前（敬称略） 

西新涯町一丁目 1～15 徳毛 邦子 

西新涯町二丁目 23～26，新涯町五丁目 3～4，17～21 三島 和枝 

西新涯町一丁目 16～26，新涯町五丁目 1～2 槇本 勝己 

新涯町一丁目 1～2，11～14 山本 厚子 

新涯町一丁目 3～10，24 岡本 理奈 

新涯町一丁目 15～21 新良貴 泉 

新涯町一丁目 22～23，25～28，36～39，二丁目 5～8 坂本 愛子 

新涯町一丁目 29～35，40～41，二丁目 1～4 岡崎 繁壽 

新涯町二丁目 9～28，四丁目 17～19，卸町 ※（岡崎 繁壽） 

新涯町三丁目 1～20 若井 則子 

新涯町三丁目 21～31，四丁目 1～7 関山 良彦 

新涯町四丁目 8～16，20 小林 康喜 

新涯町四丁目 21～26，六丁目 11～28 植田 祐自 

新涯町五丁目 5～9，12～16 福川 康太郎 

新涯町五丁目 10～11，22～33 住吉 和子 

新涯町五丁目 34～36，六丁目 1～10 藤原 純子 

主任児童委員 藤田 久子 

新
し
い
年
を
迎
え
、
早
や
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。 コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
日
常
生
活
も
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
が
希
薄

化
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
絆

づ
く
り
」
の
推
進
が
出
来
に
く
い
状
況
の
中
、
去
る

一
月
一
五
日
に
、
新
涯
学
区
民
の
連
帯
を
求
め
て
、

様
々
な
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
三
年

ぶ
り
に
「
と
ん
ど
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

共
催
の
下
駄
飛
ば
し
大
会
や
い
ろ
は
か
る
た
大

会
も
含
め
、
総
勢
五
百
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
、
久
々
の
賑
わ
い
が
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
積
み
上
げ
た
「
と
ん
ど
」
に
点
火

す
る
と
、
天
に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く
炎
が
燃
え
上

が
り
、
圧
巻
の
場
面
に
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
人

も
多
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

開
催
に
向
け
て
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
唯
々
自
粛
す
る
だ
け
で
な
く
、
対

策
を
講
じ
な
が
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

学
区
内
に
笑
顔
と
賑
わ
い
を
と
り
戻
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
い
て
の
、
ご
理
解
ご
協
力
と
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で

か
つ
有
意
義
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 

新
涯
学
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会 

新
涯
学
区
と
ん
ど
祭
実
行
委
員
会 

「
第
六
回
新
涯
学
区
と
ん
ど
祭
」
を 

開
催
し
ま
し
た
！ 

 

～助け合い 人と人とを つなぐ糸～ 

いろはかるた大会 

大
人 と

ん
ど 

下駄飛ばし大会 

撮影：みぎわ会（在住行政職員の会） 

とんど祭実行委員の 

皆さま 

子どもとんど練り歩き 

火入れ式 

※ 新涯町二丁目９～２８，四丁目１７～１９， 

卸町地区の担当者については，当分の間， 

岡崎繁壽さんが兼任されます。 


